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HESARとは

Heavy Equipment-Security by ActiveRfid

【アクティブＲＦタグを利用した無線式重機接近警報装置】
の略称です。

HESARで何ができるのか
アクティブタグを装着した【作業者、他重機、車両】が
HESARを取り付けた重機に接近したときに
接近情報と接近対象を重機オペレータに知らせて
注意を促すとともに接近対象にも外部スピーカで
警告することが出来ます。

作業員 車両 重機



HESARの特長①

• ICタグのIDで接近対象を判別可能
→作業員：赤 他重機：黄 車両：緑

作業員

他重機

車両

赤 黄 緑

 

接近状態 色 警報機動作 

作業員が接近した場合  赤ランプが点灯し ピピピピピピ音が鳴ります。 

 

その他の重機が接近した場合  黄ランプが点灯し ピーピーピー音が鳴ります。 

 

車両が接近した場合  緑ランプが点灯し ピーピーピー音が鳴ります。 

 

 

 

外部スピーカ（オプション）を
追加すれば接近者にも
警告が可能です



HESARの特長②

• 16段階でエリア調節が可能
→HESAR内部の「ATT」つまみで調節できます。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

←エリア広い エリア狭い→

エリアは環境により
異なりますがおおよそ
つまみ 0 ：100%
つまみ 5 ： 70%
つまみ A ： 40%
つまみ E ： 5%
程度の割合です。

※最大検知距離はおおよそ15m程度ですが環境により異なります。



HESARの特長③

• 重機オペレータもタグを持つことが可能
→「重機オペ」欄にIDを設定しておけば一番初めにエンジンを掛け
たオペレータが運転手として認識し、警報は出しません。

ID登録アプリ

拡大

ID:2800608
ID:2800609

重機オペと判断し、
警報はなりません。

“作業員”と一緒の
扱いになり、警報エリアに
入ると警報がなります。

※運転手が重機から離れるか
エンジンを切ったときに
タグIDはリセットされます。



HESARの設置手順

１．パソコンでタグID情報の設定

２．HESAR本体にタグIDデータを送信

３．重機に本体、警報表示器、アンテナの取付

４．ICタグの配布と装着

５．アンテナ位置の調整

６．検知エリアの調整

・・作業員、重機、車両等のIDを決定します。
※次頁登録画面参照

・・パソコンからデータを流し込みます。

・・アンテナはマグネットで
固定出来ます。

・・オペレータの死角にアンテナを配置します。

・・本体内部のATTスイッチで調整。
※再起動後に設定が反映されます。

・・金属に囲まれていない箇所に取り付けます。



HESARの取付方法

• 本体の取り付け方法
→本体に、取り付け用の穴あき金具がついています。

重機運転席の後ろ側にスペースがあれば

直置きもOKです。

• アンテナの取り付け方法
→アンテナ底面が強力なマグネットになっているので、
重機の横面と後ろ面に貼り付けて下さい。

標準は2本ですが、最大4本まで増設可能です。

• ICタグの取り付け方法
→ヘルメットの横面に両面テープ等で接着して下さい。

他重機や車両には、ルームミラーの後ろなどに

両面テープやインシュロック等で取り付けて下さい。



レンタルも含めて全国約200箇所での導入実績

HESARの設置事例


